
グリーンバレー神室振興公社解散
3月定例会

～清算にかかる経費３０００万円を計上～

【
議
第
７
号　
令
和
７
年
度
金
山
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
14
号
）】

中
村
忠
行
議
員　
振
興
公
社
解
散
の
段

階
で
の
財
産
購
入
費
と
は
。
ま
た
解
散

に
あ
た
る
業
務
を
担
う
の
は
、
公
社
職

員
か
町
職
員
か
。

総
合
政
策
課
長　
町
は
公
社
の
財
産
を一旦

購
入
し
、
新
し
い
指
定
管
理
者
に
貸
し
付
け
、

ま
た
は
譲
渡
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
公
社
解
散
に
関
す
る
業
務
は
専
門
家
の
力

を
借
り
な
が
ら
、
公
社
職
員
が
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

町
長　
民
間
の
力
で
少
し
で
も
効
率
化
を
図

る
こ
と
を
期
待
し
町
民
へ
の
説
明
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

須
藤
典
夫
議
員　
振
興
公
社
の
有
価
証

券
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
資
産
運

用
や
業
務
に
関
し
て
は
社
長
で
あ
る
町

長
に
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。
町
の
予

算
か
ら
出
捐
金
を
出
し
後
始
末
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
致
し
方
な
い
が
、

町
長
自
ら
が
説
明
を
し
報
酬
の
減
額
も

考
え
て
は
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長　
町
が
３
７
５
０
万
円
、

J
R
分
と
合
わ
せ
て
７
５
０
０
万
円
の
有
価

証
券
が
あ
る
が
、
年
度
末
で
資
産
は
ゼ
ロ
と

な
っ
て
お
り
、
清
算
が
終
わ
っ
た
時
点
で
権

利
を
放
棄
す
る
形
に
な
る
。

町
長　
公
社
を
解
散
す
る
に
あ
た
り
、
当
然

責
任
は
感
じ
て
い
る
。
今
回
方
向
転
換
を
し
、

新
し
い
展
開
で
歯
止
め
を
か
け
る
や
り
方
も

責
任
の
取
り
方
の一つ
と
と
ら
え
て
い
る
。
ま

た
、
特
例
減
額
の
提
案
を
準
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

大
場
洋
介
議
員　
自
治
体
管
理
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
に
関
す
る
委
託
管
理
事
業

の
減
額
補
正
の
内
容
は
。
ま
た
、
将
来

的
な
I
T
専
門
人
材
の
確
保
は
。

総
務
課
長　
当
初
予
算
７
０
０
０
万
円
で
計

上
し
た
が
、
５
８
０
０
万
円
で
完
了
し
た
た

め
減
額
補
正
と
な
っ
た
。
す
べ
て
国
か
ら
の

予
算
で
対
応
し
て
い
る
。
専
門
的
知
識
の
人

材
を
確
保
す
る
の
は
難
し
く
、
育
成
す
る
に

も
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
小
さ
い
自
治
体
で
は

外
部
委
託
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

【
議
第
5
号　
令
和
７
年
度
金
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
12
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
】

大
場
洋
介
議
員　
2
月
５
日
に
災
害
救

助
法
の
適
用
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
対

象
と
な
っ
た
世
帯
数
や
、
除
排
雪
等
の

状
況
は
。

町
民
税
務
課
長　
健
康
福
祉
課
で
町
内
全
域

を
巡
回
し
、
民
生
委
員
の
意
見
を
も
と
に
該

当
す
る
19
件
の
物
件
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

町
の
助
成
金
を
活
用
し
雪
下
ろ
し
が
完
了
し

て
お
り
、
災
害
救
助
法
に
該
当
す
る
被
害
は

発
生
し
て
い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

【
議
第
32
号　
田
茂
沢
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
】

須
藤
典
夫
議
員　
策
定
の
内
容
は
。

総
合
政
策
課
長　
今
後
５
年
間
の
策
定
内
容

は
、
農
業
施
設
と
し
て
大
規
模
ほ
場
整
備
負

担
金
、
道
路
施
設
と
し
て
町
道
金
山
田
茂
沢

線
の
防
護
柵
設
置
工
事
と
県
道
稲
沢
下
野
明

線
の
負
担
金
を
計
画
し
て
い
る
。

【
議
第
35
号　
併
用
林
道
申
請
に
つ
い
て
】

大
場
洋
介
議
員　
町
道
外
沢
線
の
併
用

林
道
申
請
に
至
っ
た
経
緯
と
地
元
の
反

応
は
。

環
境
整
備
課
長　
令
和
６
年
度
の
集
中
豪
雨

に
よ
る
災
害
時
に
森
林
管
理
署
よ
り
協
定
締

結
の
打
診
が
あ
り
申
請
に
至
っ
た
。
こ
れ
ま

で
国
有
林
側
と
町
道
側
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に

管
理
し
て
き
た
が
、
重
複
し
て
い
る
部
分
は

協
定
が
な
い
状
態
で
維
持
管
理
水
準
も
異
な

り
、
意
見
の
相
違
も
あ
っ
た
。
協
定
が
締
結

さ
れ
れ
ば
、
早
く
事
業
が
進
む
こ
と
に
な
り

地
元
も
好
意
的
で
あ
る
。

【
議
第
37
号　
新
庄
市
と
の
新
庄
最
上
定
住

自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
変
更
に
つ

い
て
】

中
村
忠
行
議
員　
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
」
に
は
デ
ー
タ
管
理
の
標
準
化
整
備

が
重
要
と
考
え
る
が
現
状
は
。

総
務
課
長　
定
住
自
立
圏
で
の
D
X
推
進

は
、
個
別
の
事
業
で
は
な
く
、
圏
域
内
の
首

長
や
職
員
が
A
I
や
人
材
育
成
な
ど
の
共
通

の
研
修
に
取
り
組
む
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

デ
ー
タ
管
理
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ル
規
則
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
す
る
も
の
と
し
て
担
当

の
方
で
認
識
し
て
い
る
。

町
長
施
政
方
針
要
旨

３月議会定例会提出議案 ※当初予算関連はＰ4へ

３月定例会が６日から１３日まで開催され当初予算の審議を含む３５件の議案を全員賛成で可決した。
公社の解散に伴う清算は、出資割合に応じJR東日本が４９％、町が５１％の負担となる。

議
案
へ
の

質
疑
応
答
要
旨

１．町長提出議案
議案番号 議　案　名

令和７年度金山町一般会計補正予算（第１２号）（第１３号）の専決処分の承認について
令和７年度金山町一般会計補正予算（第１４号）
令和７年度金山町特別会計補正予算　国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療・水道事業・下水道事業 
金山町林業後継者活性化センターの設置及び管理に関する条例を廃止する条例の設定について
金山町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の設定について
金山町一般職の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
金山町使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について
金山町みらい留学学生寮設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
金山町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
金山町下水道条例の一部を改正する条例の制定について
金山町水道給水条例の一部を改正する条例の制定について
金山町農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の一部を改正する条例の制定について
金山町火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について
金山町過疎地域持続的発展計画の策定について
漆野・中田・田茂沢・有屋辺地に係る総合整備計画の策定について
金山町公の施設の指定管理者の指定について
併用林道申請について
財産の無償譲渡について
新庄市との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について
金山町公文書公開審査会委員の任命について

議第５～６号
議第７号
議第８～12号
議第13号
議第14号
議第15号
議第16号
議第17号
議第18号
議第19号
議第20号
議第21号
議第22号
議第29号
議第30～33号
議第34号
議第35号
議第36号
議第37号
議第38号

２．議員提出議案
議案番号 議　案　名

議第２３号 令和８年度金山町一般会計予算に対する付帯決議発議第１号

　
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
町

民
の
皆
様
が
将
来
へ
の
期
待
を
寄
せ

る
中
、
次
の
1
0
0
年
を
見
据
え

た
施
策
展
開
に
は
、
健
全
な
財
政

運
営
が
不
可
欠
で
す
。
町
の
魅
力

や
活
力
、
何
よ
り
も
町
民
生
活
が

向
上
す
る
よ
う
諸
事
情
を
十
分
認

識
の
う
え
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
町

の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
将
来
に

繋
が
る 

ベ
ー
ス
と
な
る
重
点
推
進

施
策
と
し
て
は
、１
．健
康
長
寿
、２
．

町
民
所
得
の
向
上
に
つ
な
が
る
産
業

の
振
興
、
３
．交
流
の
推
進
に
よ
る

関
連
産
業
の
振
興
、
４
．次
世
代
に

つ
な
が
る
景
観
運
動
、
５
．安
心
安

全
な
生
活
環
境
の
確
保
、
６
．経
済

情
勢
に
応
じ
た
支
援
拡
充
、
７
．金

山
版
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、８
．地
域・地
区
、

企
業
・
団
体
に
お
け
る
人
材
育
成

の
強
化
、
９
．地
方
創
生
2・0
の
推

進
の
９
点
を
重
点
的
に
推
進
し
、
将

来
に
向
け
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
予

算
を
盛
り
込
ん
だ
。

※
P
10
に
関
連
質
問

23 金山町議会だより 第146号


